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               審   査   の   要   旨 
 
 近年、我が国ではニホンジカの個体数増加が深刻な森林被害を引き起こし、大きな問題となっている。本
審査対象論文が着目した山間の牧草地は、ニホンジカが侵入し採餌場所としていることが問題視されてきた。
しかし、周辺の森林への影響は、牧草という餌資源の増加によってむしろ森林被害が減少するという指摘が
あるなど、不明確であった。本審査対象論文は、スケール依存性を検証できる現地調査デザインと統計解析
により、牧草地の存在がニホンジカの採食圧に与える影響を多面的に検討した。その結果、牧草地の存在が
樹木への採食圧を高め、森林衰退を促進する恐れがあることを指摘した。この成果は、侵入防護柵の設置等
の対策の必要性を強く裏付けるものである。以上のように本審査対象論文は、ニホンジカの管理に関して有
効な知見を提供するものであり、森林生態学分野における大型有蹄類が植生に与える影響の緩和に関する優
れた研究成果として高く評価できる。 
 令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
